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人権教育推進大会開催 
 

１２月４日（日）東岐波人権教育推進大会が開催され７０名が

人権について学びました。また、東岐波小中学生１６名が作文、

標語、ポスターで優秀表彰者となり、作文の大濱咲弥さん（小６）

と、佐々木美羽さん（中３）の二人は朗読して、差別のない社会

や命の尊さを読み上げました。 

講演は、赤川宏氏による『自分の生き方を足元から見直す』で、

ゴミ拾いを続けている自らの体験をもとに、誰にでも出来ること

を誰も出来ない程続けることによって宝が見えてくる。そして、

人をさげすんだりしなくなる、ということなどでした。 

参加者は傾聴、感動しました。 

ご参加くださった皆様ありがとうございました。 

東岐波地区人権教育推進委員協議会 会長  原谷 和子 

謹賀新年 

令和５年 元旦 

後世に伝えていきたい「亥の子」 
 

11 月 30 日、小学校体育館で、東岐波に古くから伝わる伝統行

事の「亥の子」で使うワラボテを５年生全員で作りました。５年

生が刈り取ったもち米の稲わらを使い、地域の寿会やふるさと運

動の皆さんの指導で、一人一本ずつ手作りしました。 

最後に亥の子 

数え歌にあわせ 

もち米の収穫に 

感謝しながら、 

力いっぱい 

「亥の子つき」 

をしました。 
 

おめでとうございます！ 
 

令和４年度山口県文化功労賞の表彰式が 11

月 30 日に県庁であり、川柳を通じて文化の振興

に貢献したとして、丸尾原在住の平田実男さん

（県川柳協会理事、宇部五平太川柳会会長）が文

化芸術功労者として村岡県知事から表彰されま

した。卒寿の平田さんは、受賞の気持ちを川柳で

表現されました。 
 

「冥土への  

土産にしたい  

きょうの賞」 
 

ますますの 

ご活躍を 

祈念します。 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 
 

皆様には、清々しい新年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。昨年は少しずつですが、コロナ禍前

の日常を取り戻しつつあり、工夫を凝らして地域の

まつりなどの行事もできるようになりました。 

今年もウイズコロナ時代の行事のあり方を皆様と

ともに模索しながら、力強い地域づくりに向けたご

支援をしていきたいと思いますので、どうぞ皆様の

お力添えを賜りますよう宜しくお願いいたします。 

結びに、今年が皆様にとりまして笑顔あふれる 

1 年となりますようお祈り申し上げまして、新年の

ごあいさつといたします。 

東岐波ふれあいセンター館長 

植野 麗子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 の 行 事 予 定 表（コロナの状況により中止・延期の可能性があります） 

日 曜 行      事 時 間 会    場 主     催 

6 金 喜 和 教 養 学 級 09：30 ふれあいセンター 地 区 寿 会 

7 土 民生児童委員協議会定例会 09：30 ふれあいセンター 地 区 民 生 児 童 委 員 協 議 会 

8

人

権

教

日 ど ん ど 焼 き 09：30 小 学 校 運 動 場 地区コミュニティ推進協議会 

14 土 日 の 山 レ ス ト ラ ン 11：00 ふれあいセンター 地 区 女 性 部 

１月 あおぞら号        

巡回予定      

（移動図書館） 

 

10 日・２４日 

丸尾漁港入口 （10：30～11：00） 

丸尾原自治会館（11：20～11：50） 

 

１４日・２８日 

東岐波ふれあいセンター （13：10～13：30） 

JA山口宇部東岐波支店 （13：50～14：10） 

 

『東岐波育児サロン』 

～お子さんと一緒に遊びにきませんか～ 

【日時】１月 27日（金）10～11 時半 

【場所】東岐波ふれあいセンター 別館(右横)  

【内容】自由遊び、身体測定、個別相談 
※測定、相談無しでも利用可。 

水分摂取可、食事不可。 

【問合せ】 

東岐波支援チーム 三田・川村☎(0836)58-2351 

防災とボランティア週間 
 

平成 7 年(1995 年)1 月 17 日に発生した阪神・淡路大

震災を契機として、災害への備えの大切さ、災害時におけ

る自主防災活動やボランティア活動について改めて考える

事を目的に「防災とボランティアの日（1 月 17 日）」と「防

災とボランティア週間（1 月 15 日～21 日）」が定められ

ました。 

災害への支援では、自助・共助・公助があります。その

中でも自助・共助は重要性が高いと言われています。 

自助とは「家庭で日頃から災害に備えたりするなど自分で

守ること」です。 

共助とは「周りの人たちと助け合うこと」です。 

災害の備えとして、家族で災害発生時の避難場所や連絡方

法など話し合い、ご近所さんや地域のことについて、少し

振り返ってみてはどうでしょうか。 

 

東子連クリスマス会 
 

12 月 11 日（日）毎年恒例のクリスマス会を開催しまし

た。午前（高学年）午後（低学年）と２部に分かれてゲー

ムを楽しみました。コロナや寒さを吹き飛ばす子ども達の

元気な声に会長も元気を沢山もらいました。最後の楽しみ

はやっぱりケーキ！おいしかったね。また食べようね。ジ

ュニアリーダーの皆さん今年もありがとう！！ 

晩秋の郷土を堪能 
 

郷土誌研究会主催の地区内の史跡を巡る新シリーズ

『郷土の古（いにしえ）を辿ろう』がスタート。第

1 回目は 11 日 30 日（土）に、岐波・門前地域を

対象に実施され、39 名が参加しました。中須賀の

石仏を手始めに、古尾八幡宮周辺や白髭社跡、若宮

古墳、古尾稲荷社、門前では鎮守社跡やさえん峠を

巡りました。参加者は、郷土誌研究会役員の説明に

興味深く耳を傾け、新たな知見をするなど、身近な

郷土の歴史に触れました。 

ぴこぴこランドクリスマス会 
 

１２月８日（木）２４家族の子ども達とクリスマ

ス会を行いました。ペンやシールを使ってオリジナ

ルサンタを作った後、本物のサンタさんがやってき

ました。ちょっぴり早い Xmas を楽しみました。次

回は令和５年２月２日コロナに負けずお会いしまし

ょう！ 

ふれあいセンタ

ー玄関の左側に

飾られている素

敵なクリスマス

ツリー！子ども

会の皆さんが制

作してください

ました 

ありがとうござ

いました 


